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教
育
研
究
の
質
や
募
集
力
、
運
営

の
継
続
性
の
向
上
。

　

 
    ＊

　
中
教
審
の
特
別
部
会
の
議
論
で
は
、

地
方
創
生
の
中
核
と
し
て
の
大
学
の
役

割
が
よ
り
一
層
重
視
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
大
学
か
ら
は
、
地
域
連
携
は
手
間

が
か
か
る
割
に
成
果
が
不
透
明
だ
と
の

声
も
聞
く
。
大
学
の
経
営
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
地
域
と
連
携
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
何
か
。
今
号
で
取
材
し
た
、
地
域
連

携
に
積
極
的
に
取
り
組
む
大
学
の
話
か

ら
、メ
リ
ッ
ト
を
３
つ
に
ま
と
め
た【
図

表
１
】。

　１
つ
目
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
を

通
じ
た
教
育
研
究
の
質
の
向
上
だ
。
熊

本
大
学
は
、
地
域
の
課
題
解
決
力
を
高

め
る
プ
ラ
ン
を
大
学
が
提
案
し
、
賛
同

を
得
た
地
域
と
共
創
の
場
を
形
成
。
そ

の
中
に
大
学
も
入
り
込
み
、
実
践
的
な

教
育
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
秋
田
県

大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
な
が
ら
、地
域
貢
献
に
は
成
功
の
セ
オ
リ
ー
や
、

共
有
さ
れ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
少
な
い
。取
材
大
学
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、よ
く
あ
る
疑
問
に
答
え
る
。

地
域
を
元
気
に
し
、大
学
も
元
気
に
な
る
！

Q
A&

立
大
学
は
、
地
域
企
業
と
学
生
が
共
に

課
題
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
、
食
品
等
の
開
発
実
績
も
あ
る
。
ま

た
、
起
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　２
つ
目
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通

じ
た
募
集
力
の
向
上
だ
。
高
崎
商
科
大

学
は
、
地
域
連
携
活
動
を
実
態
を
伴
う

広
報
活
動
〝Reason T

o Believe

〞

と
捉
え
、
長
期
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
役
立
て
て
い
る
。
継
続
的
な
活
動
を

通
し
て
地
域
社
会
に
、
ど
ん
な
教
職
員

や
学
生
が
い
る
大
学
な
の
か
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
「
地

域
の
皆
が
知
っ
て
い
る
大
学
」「
進
学

し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
大
学
」
に

な
っ
た
実
感
が
あ
る
と
い
う
。
学
生
募

集
も
好
調
が
続
く
。

　３
つ
目
は
、
外
部
資
金
調
達
を
通
じ

た
運
営
の
継
続
資
金
の
獲
得
だ
。
宇
都

宮
大
学
は
、
自
学
が
開
設
し
て
好
評
を

得
た
社
会
人
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
自
治
体
に
有
償
で

提
供
す
る
。
京
都
文
教
大
学
は
、
自
治

体
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
三
者
で
の

共
同
運
営
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
地
域

向
け
子
育
て
支
援
施
設
を
設
置
。教
育
、

研
究
の
場
と
し
て
い
る
。
資
金
だ
け
で

は
な
く
、
活
動
を
通
じ
て
そ
の
地
域
に

不
可
欠
な
存
在
に
な
る
こ
と
こ
そ
、
運

営
の
継
続
に
は
欠
か
せ
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
地
域
連
携
の
取
り
組
み

は
、
自
学
の
地
域
社
会
に
お
け
る
存
在

価
値
の
見
直
し
と
、
再
構
築
に
つ
な
が

る
。

      

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
的
を
共
有
・
共
感

で
き
る
か
ど
う
か
。

　都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
幼
保
小
中

高
、
地
元
企
業
、
地
域
住
民
…
。
地
域

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
存
在
す
る
が
、
ど
こ
と
協
力
体
制
を

敷
く
か
よ
り
も
、
何
が
し
た
い
の
か
を

先
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
目
的

の
達
成
の
た
め
に
手
を
組
む
必
要
が
あ

り
、
達
成
し
た
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
で

き
る
と
こ
ろ
が
、
ま
ず
は
パ
ー
ト
ナ
ー

候
補
に
な
ろ
う
【
図
表
２
】。

　
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
で
は
、「
北

海
道
を
元
気
に
す
る
女
子
大
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
道
内
外
の
企
業
に

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
賛
同
し
た
企
業
等

と
共
に
、
北
海
道
活
性
化
に
向
け
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
中
だ
。
地
域
活

動
の
拠
点
と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
を
設
置
す
る
京
都
文
教
大
学
は
、

地
元
事
業
者
の
う
ち
、
大
学
の
教
育
理

念
に
共
感
し
た
企
業
と
は
、「
京
都
文

教
と
も
い
き
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
と
し
て

連
携
し
、
共
に
地
域
人
材
を
育
て
て
い

る
。
熊
本
大
学
で
は
、
ま
ず
、
大
学
が

共
創
の
場
を
つ
く
り
、
地
方
創
生
に
向

け
た
課
題
や
将
来
像
を
共
有
し
て
各
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
役
割
や
成
果
目
標

を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
携
先

各
自
が
本
務
で
取
り
組
む
サ
イ
ク
ル
を

つ
く
っ
て
い
る
。

　ま
ず
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結
し

て
か
ら
活
動
を
始
め
る
と
こ
ろ
が
多
い

中
、
連
携
の
実
態
が
で
き
て
か
ら
、
必

要
に
応
じ
て
協
定
を
結
ん
で
い
る
の

が
、
関
東
学
院
大
学
だ
。
協
定
締
結
そ

の
も
の
が
目
的
化
し
、
実
態
づ
く
り
に

悩
む
大
学
は
参
考
に
な
ろ
う
。

　も
し
、
地
域
活
性
化
が
目
的
で
あ
る

な
ら
、
連
携
先
は
、
必
ず
し
も
地
元
ば

か
り
が
最
善
手
で
は
な
い
。
高
崎
商
科

大
学
は
、
あ
え
て
東
京
の
大
企
業
と
組

む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
施
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
と
い
う
。「
質
の
高
い
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の

た
め
に
、
企
業
の
持
ち
味
や
本
学
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
で
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
立
て
て
い
る
。
学
生
が
卒
業
後
、

地
元
企
業
に
就
職
し
て
事
業
成
長
に
貢

献
し
や
す
く
す
る
た
め
に
も
、
人
材
育

成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
外
の
企
業
と
も

組
ん
で
学
生
を
育
て
て
い
る
」。

      「
地
域
の
一
員
」
と
し
て
地
域
本

位
の
活
動
を
。

　各
地
の
大
学
で
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
り
、
地
元
企
業
と
組
ん
だ
り
す

る
教
育
研
究
活
動
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る

が
、
取
材
大
学
に
よ
れ
ば
、
大
学
が
思

う
ほ
ど
、
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

少
な
く
な
い
よ
う
だ
。「
地
域
創
生
学

群
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
当
初
は
、『
大

学
は
地
域
を
教
育
研
究
の
場
と
し
て
利

用
す
る
だ
け
で
し
ょ
』
と
総
ス
カ
ン

だ
っ
た
」（
北
九
州
市
立
大
学
）、「
地

域
を
回
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、
地
域
と

大
学
の
温
度
差
。
大
学
が
地
域
と
連
携

し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
で
き
る

か
を
示
す
こ
と
が
大
切
」（
叡
啓
大
学
）。

一
方
で
、
地
域
か
ら
は
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
無
償
の
労
働
力
と
し
て
の
学
生

派
遣
や
場
所
貸
し
依
頼
な
ど
、
一
見
、

教
育
研
究
と
は
関
係
の
な
い
相
談
案
件

も
多
い
。
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
か
つ

共
に
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
関
係

を
築
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

取
材
大
学
の
話
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を
５

つ
に
ま
と
め
た
【
P. 
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図
表
３
】。

　ま
ず
は
、
大
学
側
が
、
地
域
の
一
員

と
し
て
地
域
本
位
で
活
動
を
す
る
こ
と

（
１
）。「『
専
門
外
だ
か
ら
わ
か
ら
な
い
、

大
学
は
休
み
だ
か
ら
で
き
な
い
』
と

い
っ
た
姿
勢
で
は
、
地
域
か
ら
信
頼
を

A

高崎商科大学
・短期大学

関東学院大学

京都文教大学

熊本大学

「北海道を元気にする女子大」というビジョンを掲げ、このビジョンに共感してくれそうな
地元の有名企業や機関、あるいは北海道に興味のある大手企業に声をかけ、「北海道
を元気にする」PJの一員として、PBL科目などを通して学生の教育をサポートしてもらう。
地元北海道で学び、卒業後はほぼ地元で働く学生の学びにつながる連携かどうかがポ
イント。

CREATIVE OFFICE CUE、
ホクレン、旭山動物園、明治、
農心ジャパン、無印良品、レバ
ンガ北海道 等

基本的に大学へ寄せられた相談や依頼には何でも応じることから始めて、連携先との
関係を構築。そうした連携の中でバイネームの付き合いを重ね、さらなる関係を築き、次
の連携へつなげていく。連携の実績が増えたら、必要に応じて協定を結び、活動の範囲
を広げていく。

連携した結果、「地域の発展に寄与する人材の育成につながるか」が、連携先選びの
観点の一つ。地域の自治体や企業が必ずしもそれにふさわしいとは限らない。地域課題
が自分事化しておらず学生を労働力としてしか捉えていない自治体や地元企業も存在
し得る。学生の成長が期待できるのであれば、さまざまな知見を有する首都圏の大手企
業とも積極的に連携する。

神奈川県、横浜市、横須賀
市、岩手県、福島県、沖縄県
西原町、与那原町、横須賀市
議会、湘南信用金庫、神奈川
銀行、神奈川県弁護士会、横
浜エクセレンス 等

アドビ株式会社、デジタルハリ
ウッド株式会社、株式会社電通、
株式会社カヤック、イオンモール
高崎、ＪＡファーマーズ、しののめ
信用金庫、高崎信用金庫、高崎
高校、高崎市、富岡市 等

中小企業家同友会、商工会議所、経営者協会、商工会など、地域の経済団体の会議
に職員が参加し、経済界の情報収集を行う。また、事務局としてフィールドリサーチオフィ
スや、京都市伏見区・宇治市内の商店街にサテライトキャンパスを設置し、地域の人が
相談しやすい体制を整えた。これらの活動を通じて出会ったステークホルダーのうち、本
学の教育理念に共感し、学生を育てる気概を持つ事業者と連携している。

宇治市、京都府、京都市伏
見区、久御山町、城陽市、
宇治商工会議所、京都中小
企業家同友会、JA京都等

人口減少をはじめとする地域の課題について大学がメカニズムを分析。課題解決に向
けて、地域内の各ステークホルダーの強み、その強みを生かした役割、取り組みの展開
やメリットを提示し、方向性を共有できたステークホルダーと連携する。将来像と役割が
明瞭になっているので、各ステークホルダーが自然と動き出す。成果も見える化しやす
い。

熊本県八代市、天草市、玉名
市、阿蘇広域市町村、菊池
市、山鹿市、和歌山県田辺
市、富山県南砺市の自治体、
小松商工会議所、金融機関、
企業、高校等

【図表2】連携先選びの工夫例 【図表1】地域連携の目的と３つのメリット
～地域における自学の存在意義を見つめ直す

北海道
武蔵女子大学
・短期大学

大学 工夫例 連携先例
▶地域での実践的な教育は学生の成長実感を育みやすく、
教育の質保証に直結しやすい
▶本業の教育研究活動として地域連携に取り組み、地域の
活性化という社会貢献が可能に
▶リカレント教育などによる地域の企業の活性化が、学生の
卒業後の活躍場所をつくることにつながる
▶他の大学、地域のモデルケースになる etc.

▶教育力や研究力について、「広告」ではなく「実態を伴った顔
の見える広報活動」ができ、地域に認知されファンをつくりやすい
▶地域で活動し成長した学生自身が広報素材になる
▶地域の社会人学生獲得のベースとなる etc.

ミッションの
達成

教育研究
の

質向上

募集力の
向上

外部資金
獲得

ブランディング

運営の継続 ▶地方自治体経由での交付金の獲得
▶企業からの資金獲得　etc.

得
ら
れ
に
く
い
」（
北
九
州
市
立
大
学
）。

　取
材
大
学
に
は
、
地
域
か
ら
の
オ

フ
ァ
ー
は
原
則
、
断
ら
な
い
と
い
う
大

学
が
多
か
っ
た
（
２
）。
な
ぜ
な
ら
、

お
祭
り
の
手
伝
い
の
よ
う
な
単
純
労
働

の
提
供
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
背
景
に
地

域
の
課
題
が
潜
む
こ
と
も
あ
る
か
ら

だ
。
実
際
、
北
九
州
市
立
大
学
で
は
、

地
域
か
ら
の
相
談
事
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
す
る
こ
と
を
重
ね
、
結
果
的
に
今
で

は
単
純
労
働
の
依
頼
は
激
減
し
た
と
い

う
。
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
で
も
、「
企

画
か
ら
携
わ
れ
な
い
か
相
談
し
て
み

る
」
な
ど
、
学
生
の
学
び
に
つ
な
げ
る

工
夫
を
し
て
い
る
。

　大
学
は
地
域
に
と
っ
て
は
、
実
は
敷

居
の
高
い
存
在
。
だ
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
を
地
域
に
開
放
す
る
こ
と
も
有

効
だ
（
３
）。
京
都
文
教
大
学
は
、
学

内
に
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し

て
地
域
の
親
子
に
開
放
し
つ
つ
、
教
育

研
究
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

　ト
ッ
プ
自
ら
が
地
域
に
積
極
的
に
足

を
運
ぶ
（
４
）
の
は
、
宇
都
宮
大
学
。

学
長
が
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
、
委
員
会
に

出
席
し
、
大
学
の
顔
と
し
て
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
る
。

　「大
学
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
地
域

の
一
個
人
同
士
」
と
し
て
付
き
合
う
こ

と
は
、
人
脈
作
り
や
信
頼
関
係
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る（
５
）。そ
れ
に
よ
り「
地

域
の
本
音
や
課
題
を
共
有
し
て
も
ら
い

や
す
く
な
る
」（
関
東
学
院
大
学
）。

      

連
携
協
定
の
目
的
を
振
り
返
っ
て

み
よ
う
。

　【P. 
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図
表
２
】
で
見
た
よ
う
に
、

連
携
協
定
は
、
締
結
時
、
加
入
時
の
目

的
意
識
が
非
常
に
重
要
だ
。
も
し
、
私

立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
な
ど
の

補
助
金
獲
得
だ
け
が
目
的
で
あ
っ
た
な

ら
、
目
的
は
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。

　そ
う
で
は
な
い
目
的
が
あ
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
協
働
に
よ
っ
て
ど
ん
な
課
題

を
解
決
し
た
か
っ
た
の
か
を
ま
ず
思
い

出
す
。
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
補
助
金

目
的
で
は
あ
っ
た
が
、
せ
っ
か
く
な
ら

活
動
を
起
こ
し
た
い
と
い
う
場
合
も
同

様
に
、
具
体
的
な
目
的
を
設
定
す
る
。

同
時
に
、
連
携
先
と
危
機
意
識
や
め
ざ

す
将
来
像
を
共
有
し
た
い
。
活
動
が
進

ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
と

も
本
当
は
困
っ
て
い
な
か
っ
た
と
も
言

え
る
。
切
実
な
課
題
感
が
共
有
さ
れ
な

け
れ
ば
、
い
っ
た
ん
進
ん
で
も
再
び
活

動
が
滞
る
だ
ろ
う
。

　熊
本
大
学
は
地
域
連
携
の
一
部
の
取

り
組
み
で
は
、
活
動
開
始
時
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
設
定
し
、
め
ざ
す
成
果
を
明
確
に
し

て
か
ら
動
き
出
す
と
い
う
。
熊
本
大
学

自
体
は
「
お
題
目
で
の
協
定
締
結
は
回

避
し
て
い
る
」
た
め
、
状
況
は
異
な
る

が
、
活
動
ス
タ
ー
ト
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

      

自
治
体
や
企
業
経
験
者
、
卒
業
生
、

職
員
が
担
う
大
学
も
。

　自
治
体
と
大
学
の
連
携
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
双
方
か
ら
一
番
の
課
題
と

し
て
挙
が
っ
て
い
る
の
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
不
足
だ
（
　P. 

10
）。
文

科
省
も
必
要
性
を
認
め
、「
幅
広
い
視

点
を
調
和
さ
せ
な
が
ら
議
論
を
ま
と
め

ら
れ
る
人
」
が
適
し
て
い
る
と
述
べ
る

（
P. 

13
文
科
省
髙
見
氏
）。

　取
材
大
学
に
聞
く
と
、
主
に
は
３
つ

の
方
法
が
あ
る
よ
う
だ
【
図
表
４
】。

　１
つ
は
、
自
治
体
や
企
業
勤
務
経
験

者
や
地
域
の
起
業
家
な
ど
を
雇
用
す
る

（
秋
田
県
立
大
学
、
宇
都
宮
大
学
、
北

九
州
市
立
大
学
）。

　２
つ
目
と
し
て
、
卒
業
生
や
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
協
働
者
や
修
了
生
な
ど
が

務
め
る
（
北
九
州
市
立
大
学
、
熊
本
大

学
）。
20
、
30
代
の
地
域
で
起
業
し
た

人
間
や
、
地
域
創
生
学
群
卒
業
生
を
有

期
雇
用
し
て
い
る
北
九
州
市
立
大
学

は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
数
年

経
験
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
地
域
で
の

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
構
築
に
も
役
立
っ
て

い
る
」
と
言
う
。
取
材
大
学
で
は
な
い

が
、
東
京
外
国
語
大
学
で
は
、
博
士
人

材
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
拡
大
を
め
ざ
し
、

学
部
教
育
で
協
定
を
結
ん
だ
山
形
の
自

治
体
で
博
士
課
程
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

も
開
始
し
た
。

　３
つ
目
と
し
て
、
地
域
連
携
部
署
の

職
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め

る
京
都
文
教
大
学
の
よ
う
な
例
も
あ

る
。「
近
年
は
地
域
の
課
題
は
複
雑
化
・

複
合
化
し
て
い
る
た
め
、
学
内
・
学
外

の
調
整
力
に
長
け
た
人
材
の
採
用
と
配

置
が
必
要
不
可
欠
だ
」（
同
大
学
）。

      

資
金
提
供
を
得
ら
れ
る
モ
デ
ル
を

つ
く
る
。

　同
じ
く
文
科
省
の
調
査
で
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
次
ぐ
課
題
と
し
て
挙

が
っ
て
い
た
の
が
、
予
算
不
足
だ
。
教

育
研
究
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
の
で

本
務
で
吸
収
し
て
い
る
と
い
う
大
学
も

あ
る
も
の
の
、
各
校
で
は
【
図
表
５
】

の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
熊
本
大

学
は
、
持
続
可
能
な
地
域
連
携
事
業
を

め
ざ
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
事
業
費

や
協
働
す
る
人
材
は
「
地
域
が
負
担
す

る
」
し
く
み
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

　京
都
文
教
大
学
は
、
自
治
体
か
ら
の

受
託
事
業
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
協
働
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
組

織
を
設
け
て
予
算
を
確
保
す
る
ほ
か
、

地
域
連
携
は
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
柱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
長
裁
量
経

費
も
活
用
し
て
い
る
。

　宇
都
宮
大
学
と
叡
啓
大
学
は
、
地
域

連
携
を
独
立
採
算
制
の
事
業
に
し
な
け

れ
ば
継
続
が
難
し
い
と
考
え
る
。
民
間

シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
担
う
こ
と
が
多
い
自

治
体
の
相
談
役
は
、
将
来
的
に
大
学
が

引
き
受
け
る
の
が
一
つ
の
理
想
形
と
す

る
点
で
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
宇
都

宮
大
学
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
自
治

体
に
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
と

し
て
、
表
の
取
り
組
み
の
ほ
か
に
、
自

治
体
職
員
が
集
ま
る
「
地
域
経
営
研
究

会
」
を
設
置
。
各
自
治
体
が
課
題
を
持

ち
寄
り
、
大
学
を
交
え
て
話
し
合
い
、

解
決
策
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

      

取
り
組
み
の
見
え
る
化
と
ベ
ク
ト

ル
の
統
一
が
鍵
。

　一
部
の
教
職
員
し
か
地
域
連
携
に
興

味
が
な
い
、
取
り
組
み
が
バ
ラ
バ
ラ
に

行
わ
れ
て
い
る
、と
い
っ
た
状
態
だ
と
、

課
題
解
決
や
活
性
化
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
弱
く
、
ま
し
て
地
域
で
の
ブ
ラ
ン
ド

形
成
に
は
至
り
に
く
い
。
学
内
の
連
携

が
あ
っ
て
こ
そ
、
学
外
と
の
連
携
の
効

果
が
高
ま
る
。
各
大
学
の
学
内
連
携
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
５
つ
の
工
夫
と

し
て
【
図
表
６
】
に
ま
と
め
た
。

　「ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
共
有
」
は
、
バ

ラ
バ
ラ
な
学
内
外
を
同
じ
方
向
に
向
け

て
連
携
さ
せ
る
「
芯
」
と
し
て
不
可
欠
。

そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
「
各
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
本
務
と
し
て
動
き
出
す
」（
熊

本
大
学
）、「
散
ら
ば
っ
た
活
動
を
Ｐ
Ｊ

化
し
た
り
、
連
携
企
業
の
開
拓
も
し
や

す
く
な
る
」（
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
）。

　「司
令
塔
と
な
る
部
署
」
は
、
地
域

向
け
の
窓
口
機
能
、
学
内
の
案
件
の
対

応
調
整
の
ほ
か
、
高
崎
商
科
大
学
の
よ

う
に
、
各
種
連
携
を
つ
な
ぎ
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
強
化
し
た
い
高
大
連
携
に
生
か
す

こ
と
も
可
能
だ
。

　「学
内
の
連
携
活
動
の
集
約
」
は
、

学
内
の
活
動
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
自
学
の
強
み
や
課
題
を
把
握
し
、

広
報
に
も
活
用
し
や
す
く
な
る
。
地
域

連
携
を
大
学
の
柱
に
す
る
の
な
ら
、
地

域
に
つ
い
て
知
る
機
会
も
必
要
だ
。
そ

の
意
味
で
、
連
携
活
動
に
従
事
す
る
こ

と
自
体
が
、よ
い
「
研
修
」
に
な
ろ
う
。

　当
然
な
が
ら
、「
予
算
を
設
け
る
」

こ
と
は
、
一
番
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
だ

が
、効
果
検
証
は
し
っ
か
り
行
い
た
い
。

宇
都
宮
大
学
で
は
か
つ
て
地
域
連
携
に

関
す
る
研
究
に
奨
励
金
を
出
し
て
い
た

が
、
社
会
実
装
に
至
る
も
の
が
少
な
い

た
め
廃
止
、
今
で
は
学
生
向
け
の
奨
励

金
や
社
会
人
教
育
を
担
う
教
員
へ
の
手

当
支
給
に
変
え
て
い
る
。

　こ
の
ほ
か
、
地
域
連
携
へ
の
意
欲
や

資
質
を
教
員
の
採
用
基
準
に
す
る
大
学

も
あ
る
（
京
都
文
教
大
学
）。
大
学
の

特
色
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
担

目的 メリット

＊中央教育審議会大学分科会高等教育の在り方に関する特別部会

Q.

大
学
に
と
っ
て
地
域
連

携
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
？

A Q.

連
携
先
選
び
の
コ
ツ
は
？

Q.
地
域
と
信
頼
関
係
を
築

く
に
は
？

A

文／児山雄介

う
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
た
い
。

      

実
態
あ
る
広
報
と
し
て
、
地
域
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
。

　地
域
を
「
未
来
の
学
生
が
生
活
す
る

場
」
と
捉
え
る
と
、
地
域
連
携
活
動
は

最
良
の
募
集
広
報
に
な
り
得
る
。
教
育

活
動
が
地
域
で
評
価
さ
れ
れ
ば
、
地
域

の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
学
生
そ
の
も

の
が
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
、
小
中

高
生
が
憧
れ
る
、
教
員
や
保
護
者
が
受

験
を
勧
め
る
、
と
い
っ
た
行
動
に
つ
な

が
る
。
さ
ら
に
、
卒
業
生
が
地
域
で
活

躍
す
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
自
学
の
存

在
意
義
が
大
き
く
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　実
際
、「
学
生
が
母
校
に
戻
っ
て
高

校
教
員
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
、
い
い

評
判
を
広
め
て
く
れ
る
た
め
、
積
極
的

に
広
報
せ
ず
と
も
今
で
も
入
試
の
倍
率

は
５
倍
程
度
。
学
生
の
き
ょ
う
だ
い
や

教
職
員
の
子
弟
の
入
学
者
も
多
い
」（
北

九
州
市
立
大
学
）、「
以
前
は
地
元
で
の

認
知
は
高
く
な
か
っ
た
が
、
地
域
連
携

活
動
を
通
じ
て
ど
ん
な
学
生
や
教
職
員

が
い
る
の
か
理
解
が
進
み
、
今
で
は
学

生
募
集
も
安
定
し
て
い
る
」（
高
崎
商

科
大
学
）
と
い
う
大
学
も
。
大
学
が
地

域
で
勝
ち
残
る
術
と
し
て
、
戦
略
的
に

連
携
に
取
り
組
む
価
値
は
大
い
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。



地域連携の経費は、地域連携で獲得した資金や共同研究などの間接経費で賄うことを基本とする。教育・研究経
費を地域連携には流用しない。経営にプラスにならない連携には注力しない。好評を博しているリカレント教育のプ
ログラムに対して２自治体から提供の要望があり、有償で提供するなど、独立採算による運営をめざせる状況にある。

地方自治体等の受託事業を推進している。ＰＤＣＡサイクルの構築に外部評価等を取り入れることによって、地域連
携事業の成果を評価し、事業継続性を担保するよう努めている。また、地域連携をブランディング戦略の柱と位置付
け、学長裁量経費を活用した学内インキュベーション・スタートアップ支援を行っている。

持続可能な取り組みにするために、地域連携を通じ、企業や行政との新たな価値共創を通じて、収益確保できる事
業モデルを試行中。本気で変革に取り組みたい企業向けに、大学がサポートし、学生と社員がともに課題に取り組
み、成果を出すことにこだわった「共創プロジェクト」を実施中。地域のイノベーション拠点をめざす。

自治体職員の大学への出向人件費、リカレント教育の事業費は地域が負担し、さらに大学、非常勤、常勤職員として
人材派遣するなど、持続的な地域連携ができるようなしくみをつくりあげている。

      

教
育
研
究
の
質
や
募
集
力
、
運
営

の
継
続
性
の
向
上
。

　

 

    ＊

　
中
教
審
の
特
別
部
会
の
議
論
で
は
、

地
方
創
生
の
中
核
と
し
て
の
大
学
の
役

割
が
よ
り
一
層
重
視
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
大
学
か
ら
は
、
地
域
連
携
は
手
間

が
か
か
る
割
に
成
果
が
不
透
明
だ
と
の

声
も
聞
く
。
大
学
の
経
営
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
地
域
と
連
携
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
何
か
。
今
号
で
取
材
し
た
、
地
域
連

携
に
積
極
的
に
取
り
組
む
大
学
の
話
か

ら
、メ
リ
ッ
ト
を
３
つ
に
ま
と
め
た【
図

表
１
】。

　１
つ
目
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
を

通
じ
た
教
育
研
究
の
質
の
向
上
だ
。
熊

本
大
学
は
、
地
域
の
課
題
解
決
力
を
高

め
る
プ
ラ
ン
を
大
学
が
提
案
し
、
賛
同

を
得
た
地
域
と
共
創
の
場
を
形
成
。
そ

の
中
に
大
学
も
入
り
込
み
、
実
践
的
な

教
育
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
秋
田
県

立
大
学
は
、
地
域
企
業
と
学
生
が
共
に

課
題
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
、
食
品
等
の
開
発
実
績
も
あ
る
。
ま

た
、
起
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　２
つ
目
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通

じ
た
募
集
力
の
向
上
だ
。
高
崎
商
科
大

学
は
、
地
域
連
携
活
動
を
実
態
を
伴
う

広
報
活
動
〝Reason T

o Believe

〞

と
捉
え
、
長
期
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
役
立
て
て
い
る
。
継
続
的
な
活
動
を

通
し
て
地
域
社
会
に
、
ど
ん
な
教
職
員

や
学
生
が
い
る
大
学
な
の
か
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
「
地

域
の
皆
が
知
っ
て
い
る
大
学
」「
進
学

し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
大
学
」
に

な
っ
た
実
感
が
あ
る
と
い
う
。
学
生
募

集
も
好
調
が
続
く
。

　３
つ
目
は
、
外
部
資
金
調
達
を
通
じ

た
運
営
の
継
続
資
金
の
獲
得
だ
。
宇
都

宮
大
学
は
、
自
学
が
開
設
し
て
好
評
を

得
た
社
会
人
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
自
治
体
に
有
償
で

提
供
す
る
。
京
都
文
教
大
学
は
、
自
治

体
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
三
者
で
の

共
同
運
営
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
地
域

向
け
子
育
て
支
援
施
設
を
設
置
。教
育
、

研
究
の
場
と
し
て
い
る
。
資
金
だ
け
で

は
な
く
、
活
動
を
通
じ
て
そ
の
地
域
に

不
可
欠
な
存
在
に
な
る
こ
と
こ
そ
、
運

営
の
継
続
に
は
欠
か
せ
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
地
域
連
携
の
取
り
組
み

は
、
自
学
の
地
域
社
会
に
お
け
る
存
在

価
値
の
見
直
し
と
、
再
構
築
に
つ
な
が

る
。

      

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
的
を
共
有
・
共
感

で
き
る
か
ど
う
か
。

　都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
幼
保
小
中

高
、
地
元
企
業
、
地
域
住
民
…
。
地
域

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
存
在
す
る
が
、
ど
こ
と
協
力
体
制
を

敷
く
か
よ
り
も
、
何
が
し
た
い
の
か
を

先
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
目
的

の
達
成
の
た
め
に
手
を
組
む
必
要
が
あ

り
、
達
成
し
た
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
で

き
る
と
こ
ろ
が
、
ま
ず
は
パ
ー
ト
ナ
ー

候
補
に
な
ろ
う
【
図
表
２
】。

　
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
で
は
、「
北

海
道
を
元
気
に
す
る
女
子
大
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
道
内
外
の
企
業
に

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
賛
同
し
た
企
業
等

と
共
に
、
北
海
道
活
性
化
に
向
け
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
中
だ
。
地
域
活

動
の
拠
点
と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
を
設
置
す
る
京
都
文
教
大
学
は
、

地
元
事
業
者
の
う
ち
、
大
学
の
教
育
理

念
に
共
感
し
た
企
業
と
は
、「
京
都
文

教
と
も
い
き
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
と
し
て

連
携
し
、
共
に
地
域
人
材
を
育
て
て
い

る
。
熊
本
大
学
で
は
、
ま
ず
、
大
学
が

共
創
の
場
を
つ
く
り
、
地
方
創
生
に
向

け
た
課
題
や
将
来
像
を
共
有
し
て
各
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
役
割
や
成
果
目
標

を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
携
先

各
自
が
本
務
で
取
り
組
む
サ
イ
ク
ル
を

つ
く
っ
て
い
る
。

　ま
ず
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結
し

て
か
ら
活
動
を
始
め
る
と
こ
ろ
が
多
い

中
、
連
携
の
実
態
が
で
き
て
か
ら
、
必

要
に
応
じ
て
協
定
を
結
ん
で
い
る
の

が
、
関
東
学
院
大
学
だ
。
協
定
締
結
そ

の
も
の
が
目
的
化
し
、
実
態
づ
く
り
に

悩
む
大
学
は
参
考
に
な
ろ
う
。

　も
し
、
地
域
活
性
化
が
目
的
で
あ
る

な
ら
、
連
携
先
は
、
必
ず
し
も
地
元
ば

か
り
が
最
善
手
で
は
な
い
。
高
崎
商
科

大
学
は
、
あ
え
て
東
京
の
大
企
業
と
組

む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
施
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
と
い
う
。「
質
の
高
い
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の

た
め
に
、
企
業
の
持
ち
味
や
本
学
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
で
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
立
て
て
い
る
。
学
生
が
卒
業
後
、

地
元
企
業
に
就
職
し
て
事
業
成
長
に
貢

献
し
や
す
く
す
る
た
め
に
も
、
人
材
育

成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
外
の
企
業
と
も

組
ん
で
学
生
を
育
て
て
い
る
」。

      「
地
域
の
一
員
」
と
し
て
地
域
本

位
の
活
動
を
。

　各
地
の
大
学
で
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
り
、
地
元
企
業
と
組
ん
だ
り
す

る
教
育
研
究
活
動
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る

が
、
取
材
大
学
に
よ
れ
ば
、
大
学
が
思

う
ほ
ど
、
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

少
な
く
な
い
よ
う
だ
。「
地
域
創
生
学

群
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
当
初
は
、『
大

学
は
地
域
を
教
育
研
究
の
場
と
し
て
利

用
す
る
だ
け
で
し
ょ
』
と
総
ス
カ
ン

だ
っ
た
」（
北
九
州
市
立
大
学
）、「
地

域
を
回
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、
地
域
と

大
学
の
温
度
差
。
大
学
が
地
域
と
連
携

し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
で
き
る

か
を
示
す
こ
と
が
大
切
」（
叡
啓
大
学
）。

一
方
で
、
地
域
か
ら
は
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
無
償
の
労
働
力
と
し
て
の
学
生

派
遣
や
場
所
貸
し
依
頼
な
ど
、
一
見
、

教
育
研
究
と
は
関
係
の
な
い
相
談
案
件

も
多
い
。
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
か
つ

共
に
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
関
係

を
築
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

取
材
大
学
の
話
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を
５

つ
に
ま
と
め
た
【
P. 
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図
表
３
】。

　ま
ず
は
、
大
学
側
が
、
地
域
の
一
員

と
し
て
地
域
本
位
で
活
動
を
す
る
こ
と

（
１
）。「『
専
門
外
だ
か
ら
わ
か
ら
な
い
、

大
学
は
休
み
だ
か
ら
で
き
な
い
』
と

い
っ
た
姿
勢
で
は
、
地
域
か
ら
信
頼
を

特集  あの大学がそこにある理由～人口減×地域×大学
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得
ら
れ
に
く
い
」（
北
九
州
市
立
大
学
）。

　取
材
大
学
に
は
、
地
域
か
ら
の
オ

フ
ァ
ー
は
原
則
、
断
ら
な
い
と
い
う
大

学
が
多
か
っ
た
（
２
）。
な
ぜ
な
ら
、

お
祭
り
の
手
伝
い
の
よ
う
な
単
純
労
働

の
提
供
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
背
景
に
地

域
の
課
題
が
潜
む
こ
と
も
あ
る
か
ら

だ
。
実
際
、
北
九
州
市
立
大
学
で
は
、

地
域
か
ら
の
相
談
事
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
す
る
こ
と
を
重
ね
、
結
果
的
に
今
で

は
単
純
労
働
の
依
頼
は
激
減
し
た
と
い

う
。
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
で
も
、「
企

画
か
ら
携
わ
れ
な
い
か
相
談
し
て
み

る
」
な
ど
、
学
生
の
学
び
に
つ
な
げ
る

工
夫
を
し
て
い
る
。

　大
学
は
地
域
に
と
っ
て
は
、
実
は
敷

居
の
高
い
存
在
。
だ
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
を
地
域
に
開
放
す
る
こ
と
も
有

効
だ
（
３
）。
京
都
文
教
大
学
は
、
学

内
に
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し

て
地
域
の
親
子
に
開
放
し
つ
つ
、
教
育

研
究
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

　ト
ッ
プ
自
ら
が
地
域
に
積
極
的
に
足

を
運
ぶ
（
４
）
の
は
、
宇
都
宮
大
学
。

学
長
が
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
、
委
員
会
に

出
席
し
、
大
学
の
顔
と
し
て
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
る
。

　「大
学
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
地
域

の
一
個
人
同
士
」
と
し
て
付
き
合
う
こ

と
は
、
人
脈
作
り
や
信
頼
関
係
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る（
５
）。そ
れ
に
よ
り「
地

域
の
本
音
や
課
題
を
共
有
し
て
も
ら
い

や
す
く
な
る
」（
関
東
学
院
大
学
）。

      

連
携
協
定
の
目
的
を
振
り
返
っ
て

み
よ
う
。

　【P. 
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図
表
２
】
で
見
た
よ
う
に
、

連
携
協
定
は
、
締
結
時
、
加
入
時
の
目

的
意
識
が
非
常
に
重
要
だ
。
も
し
、
私

立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
な
ど
の

補
助
金
獲
得
だ
け
が
目
的
で
あ
っ
た
な

ら
、
目
的
は
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。

　そ
う
で
は
な
い
目
的
が
あ
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
協
働
に
よ
っ
て
ど
ん
な
課
題

を
解
決
し
た
か
っ
た
の
か
を
ま
ず
思
い

出
す
。
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
補
助
金

目
的
で
は
あ
っ
た
が
、
せ
っ
か
く
な
ら

活
動
を
起
こ
し
た
い
と
い
う
場
合
も
同

様
に
、
具
体
的
な
目
的
を
設
定
す
る
。

同
時
に
、
連
携
先
と
危
機
意
識
や
め
ざ

す
将
来
像
を
共
有
し
た
い
。
活
動
が
進

ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
と

も
本
当
は
困
っ
て
い
な
か
っ
た
と
も
言

え
る
。
切
実
な
課
題
感
が
共
有
さ
れ
な

け
れ
ば
、
い
っ
た
ん
進
ん
で
も
再
び
活

動
が
滞
る
だ
ろ
う
。

　熊
本
大
学
は
地
域
連
携
の
一
部
の
取

り
組
み
で
は
、
活
動
開
始
時
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
設
定
し
、
め
ざ
す
成
果
を
明
確
に
し

て
か
ら
動
き
出
す
と
い
う
。
熊
本
大
学

自
体
は
「
お
題
目
で
の
協
定
締
結
は
回

避
し
て
い
る
」
た
め
、
状
況
は
異
な
る

が
、
活
動
ス
タ
ー
ト
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

      

自
治
体
や
企
業
経
験
者
、
卒
業
生
、

職
員
が
担
う
大
学
も
。

　自
治
体
と
大
学
の
連
携
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
双
方
か
ら
一
番
の
課
題
と

し
て
挙
が
っ
て
い
る
の
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
不
足
だ
（
　P. 

10
）。
文

科
省
も
必
要
性
を
認
め
、「
幅
広
い
視

点
を
調
和
さ
せ
な
が
ら
議
論
を
ま
と
め

ら
れ
る
人
」
が
適
し
て
い
る
と
述
べ
る

（
P. 
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文
科
省
髙
見
氏
）。

　取
材
大
学
に
聞
く
と
、
主
に
は
３
つ

の
方
法
が
あ
る
よ
う
だ
【
図
表
４
】。

　１
つ
は
、
自
治
体
や
企
業
勤
務
経
験

者
や
地
域
の
起
業
家
な
ど
を
雇
用
す
る

（
秋
田
県
立
大
学
、
宇
都
宮
大
学
、
北

九
州
市
立
大
学
）。

　２
つ
目
と
し
て
、
卒
業
生
や
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
協
働
者
や
修
了
生
な
ど
が

務
め
る
（
北
九
州
市
立
大
学
、
熊
本
大

学
）。
20
、
30
代
の
地
域
で
起
業
し
た

人
間
や
、
地
域
創
生
学
群
卒
業
生
を
有

期
雇
用
し
て
い
る
北
九
州
市
立
大
学

は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
数
年

経
験
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
地
域
で
の

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
構
築
に
も
役
立
っ
て

い
る
」
と
言
う
。
取
材
大
学
で
は
な
い

が
、
東
京
外
国
語
大
学
で
は
、
博
士
人

材
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
拡
大
を
め
ざ
し
、

学
部
教
育
で
協
定
を
結
ん
だ
山
形
の
自

治
体
で
博
士
課
程
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

も
開
始
し
た
。

　３
つ
目
と
し
て
、
地
域
連
携
部
署
の

職
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め

る
京
都
文
教
大
学
の
よ
う
な
例
も
あ

る
。「
近
年
は
地
域
の
課
題
は
複
雑
化
・

複
合
化
し
て
い
る
た
め
、
学
内
・
学
外

の
調
整
力
に
長
け
た
人
材
の
採
用
と
配

置
が
必
要
不
可
欠
だ
」（
同
大
学
）。

      

資
金
提
供
を
得
ら
れ
る
モ
デ
ル
を

つ
く
る
。

　同
じ
く
文
科
省
の
調
査
で
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
次
ぐ
課
題
と
し
て
挙

が
っ
て
い
た
の
が
、
予
算
不
足
だ
。
教

育
研
究
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
の
で

本
務
で
吸
収
し
て
い
る
と
い
う
大
学
も

あ
る
も
の
の
、
各
校
で
は
【
図
表
５
】

の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
熊
本
大

学
は
、
持
続
可
能
な
地
域
連
携
事
業
を

め
ざ
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
事
業
費

や
協
働
す
る
人
材
は
「
地
域
が
負
担
す

る
」
し
く
み
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

　京
都
文
教
大
学
は
、
自
治
体
か
ら
の

受
託
事
業
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
協
働
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
組

織
を
設
け
て
予
算
を
確
保
す
る
ほ
か
、

地
域
連
携
は
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
柱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
長
裁
量
経

A

A

宇都宮大学

東京外国語大学

京都文教大学

北九州市立大学

熊本大学

宇都宮大学

京都文教大学

叡啓大学

熊本大学

大学本位で地域を「利用する」のではなく、地域に合わ
せ、地域のメリット本位で活動する。

断る理由から考えるのではなく、対応できる方策をまず考
える。一見、教育研究とは無関係に見える相談事に地
域の課題が潜み、教育研究のテーマになることも多い。

地域にとって大学は敷居の高い存在。地域のさまざまな
活動の場としてキャンパスを提供し、大学のイベントに地
域住民の参加を呼びかけることが、信頼を呼び込む。

現場の教職員や学生だけでなく、学長が地域に顔を出
し、コミュニケーションを取ることも重要。

「大学」と「地域」としてではなく、同じ地域の「人間同
士」としての付き合いが、人脈づくりにつながる。

【図表3】地域と信頼関係を築くための５つのポイント 【図表4】コーディネーター人材への考え方、取り組み例

【図表5】費用問題への考え方、取り組み例

地域との距離を自覚し、
地域本位で活動する

相談事は断らない

地域に大学を開く

トップが地域で動く

地域の一員として付き合う

1

2

3

4

5

秋田県立大学

企業や県庁出身者を雇用。２つのキャンパスにコーディネーターを配置するほか、地域や学部横断の農工連携を支
援する農工連携プロデューサーも１人配置。学生が企業や地域社会の課題解決に取り組むキャップストーンプロ
ジェクトでも、大学と企業の仲立ちをする専任コーディネーターを配置。

自学でコーディネーターを育成する取り組みはしていない。企業あるいは自治体での勤務経験がある人を、コーディ
ネーターという職種で雇用している。現在は３人。地域連携、産学連携を行う「社会共創促進センター」に２人、生涯
学習講座などを運営する「宇大アカデミー」に１人。

博士後期課程スタディツアーを実施し、人文系博士人材のアカデミア以外のキャリアパス拡大支援をするプログラム
を実施中。山形県高畠町と連携し、現地調査等を通じて、実社会で実装可能な事業企画立案や関係者間のコー
ディネートを体験。自治体や企業にとっても、人文系博士人材の採用、活用をイメージできるものをめざしている。

大学外と大学内をつなぐフィールドリサーチオフィス（FRO）に、コーディネーターの役割を担う職員を配置している。
SDを充実させているほか、現場で実践を積む経験も多いため、FRO職員は課題解決能力が高い。予算を付けて裁
量権も与え、学外研修をはじめ学生にとって実のあるプログラムを構築できる余地をつくっている。

地域創生学群の初年次教育で行う公民館での活動のコーディネーターや地域実習のコーディネーター・伴走者とし
て、５年の有期で、20、30代の若手を雇用。起業など地域で活動中の人材のほか、学群の卒業生もいる。彼らに
とっても今後の地域でのキャリア構築をするうえでよい経験になっている。

自学で育成することは可能。本学の場合、地域の若手経営者、事業後継者を対象にしたリカレント教育を実施して
いる。協働する自治体職員や、修了生がコーディネーター人材になることもある。地域の将来像も理解しているので、
ビジョンの共有に大きな齟齬は出ない。

費
も
活
用
し
て
い
る
。

　宇
都
宮
大
学
と
叡
啓
大
学
は
、
地
域

連
携
を
独
立
採
算
制
の
事
業
に
し
な
け

れ
ば
継
続
が
難
し
い
と
考
え
る
。
民
間

シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
担
う
こ
と
が
多
い
自

治
体
の
相
談
役
は
、
将
来
的
に
大
学
が

引
き
受
け
る
の
が
一
つ
の
理
想
形
と
す

る
点
で
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
宇
都

宮
大
学
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
自
治

体
に
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
と

し
て
、
表
の
取
り
組
み
の
ほ
か
に
、
自

治
体
職
員
が
集
ま
る
「
地
域
経
営
研
究

会
」
を
設
置
。
各
自
治
体
が
課
題
を
持

ち
寄
り
、
大
学
を
交
え
て
話
し
合
い
、

解
決
策
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

      

取
り
組
み
の
見
え
る
化
と
ベ
ク
ト

ル
の
統
一
が
鍵
。

　一
部
の
教
職
員
し
か
地
域
連
携
に
興

味
が
な
い
、
取
り
組
み
が
バ
ラ
バ
ラ
に

行
わ
れ
て
い
る
、と
い
っ
た
状
態
だ
と
、

課
題
解
決
や
活
性
化
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
弱
く
、
ま
し
て
地
域
で
の
ブ
ラ
ン
ド

形
成
に
は
至
り
に
く
い
。
学
内
の
連
携

が
あ
っ
て
こ
そ
、
学
外
と
の
連
携
の
効

果
が
高
ま
る
。
各
大
学
の
学
内
連
携
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
５
つ
の
工
夫
と

し
て
【
図
表
６
】
に
ま
と
め
た
。

　「ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
共
有
」
は
、
バ

ラ
バ
ラ
な
学
内
外
を
同
じ
方
向
に
向
け

て
連
携
さ
せ
る
「
芯
」
と
し
て
不
可
欠
。

そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
「
各
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
本
務
と
し
て
動
き
出
す
」（
熊

本
大
学
）、「
散
ら
ば
っ
た
活
動
を
Ｐ
Ｊ

化
し
た
り
、
連
携
企
業
の
開
拓
も
し
や

す
く
な
る
」（
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
）。

　「司
令
塔
と
な
る
部
署
」
は
、
地
域

向
け
の
窓
口
機
能
、
学
内
の
案
件
の
対

応
調
整
の
ほ
か
、
高
崎
商
科
大
学
の
よ

う
に
、
各
種
連
携
を
つ
な
ぎ
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
強
化
し
た
い
高
大
連
携
に
生
か
す

こ
と
も
可
能
だ
。

　「学
内
の
連
携
活
動
の
集
約
」
は
、

学
内
の
活
動
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
自
学
の
強
み
や
課
題
を
把
握
し
、

広
報
に
も
活
用
し
や
す
く
な
る
。
地
域

連
携
を
大
学
の
柱
に
す
る
の
な
ら
、
地

域
に
つ
い
て
知
る
機
会
も
必
要
だ
。
そ

の
意
味
で
、
連
携
活
動
に
従
事
す
る
こ

と
自
体
が
、よ
い
「
研
修
」
に
な
ろ
う
。

　当
然
な
が
ら
、「
予
算
を
設
け
る
」

こ
と
は
、
一
番
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
だ

が
、効
果
検
証
は
し
っ
か
り
行
い
た
い
。

宇
都
宮
大
学
で
は
か
つ
て
地
域
連
携
に

関
す
る
研
究
に
奨
励
金
を
出
し
て
い
た

が
、
社
会
実
装
に
至
る
も
の
が
少
な
い

た
め
廃
止
、
今
で
は
学
生
向
け
の
奨
励

金
や
社
会
人
教
育
を
担
う
教
員
へ
の
手

当
支
給
に
変
え
て
い
る
。

　こ
の
ほ
か
、
地
域
連
携
へ
の
意
欲
や

資
質
を
教
員
の
採
用
基
準
に
す
る
大
学

も
あ
る
（
京
都
文
教
大
学
）。
大
学
の

特
色
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
担

ぶんきょうにこにこルーム（京都文教大学）
ＮＰＯと協働で運営。就学前の子どもとその
親が自由に来室可能。育児支援と、幼児教
育の研究、実習の場を兼ねている。

Q.

連
携
協
定
を
結
ん
だ
も

の
の
、活
動
が
進
ま
な
い
。

Q.

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
人

材
が
い
な
い
。

Q.

地
域
連
携
の
た
め
の
予

算
が
な
い
。

A

COI-NEXT＊などの地域連携関連の外部資金の獲得や、学内においても産学連携を研究テーマとした競争的資
金を設けている。産学連携において、本学と密接に連携している外部組織HYper Net Akitaでは、参加企業の会
費で運営し、大学と共に企画したセミナー等各種活動の経費に充てている。

秋田県立大学

そ ご

う
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
た
い
。

      

実
態
あ
る
広
報
と
し
て
、
地
域
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
。

　地
域
を
「
未
来
の
学
生
が
生
活
す
る

場
」
と
捉
え
る
と
、
地
域
連
携
活
動
は

最
良
の
募
集
広
報
に
な
り
得
る
。
教
育

活
動
が
地
域
で
評
価
さ
れ
れ
ば
、
地
域

の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
学
生
そ
の
も

の
が
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
、
小
中

高
生
が
憧
れ
る
、
教
員
や
保
護
者
が
受

験
を
勧
め
る
、
と
い
っ
た
行
動
に
つ
な

が
る
。
さ
ら
に
、
卒
業
生
が
地
域
で
活

躍
す
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
自
学
の
存

在
意
義
が
大
き
く
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　実
際
、「
学
生
が
母
校
に
戻
っ
て
高

校
教
員
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
、
い
い

評
判
を
広
め
て
く
れ
る
た
め
、
積
極
的

に
広
報
せ
ず
と
も
今
で
も
入
試
の
倍
率

は
５
倍
程
度
。
学
生
の
き
ょ
う
だ
い
や

教
職
員
の
子
弟
の
入
学
者
も
多
い
」（
北

九
州
市
立
大
学
）、「
以
前
は
地
元
で
の

認
知
は
高
く
な
か
っ
た
が
、
地
域
連
携

活
動
を
通
じ
て
ど
ん
な
学
生
や
教
職
員

が
い
る
の
か
理
解
が
進
み
、
今
で
は
学

生
募
集
も
安
定
し
て
い
る
」（
高
崎
商

科
大
学
）
と
い
う
大
学
も
。
大
学
が
地

域
で
勝
ち
残
る
術
と
し
て
、
戦
略
的
に

連
携
に
取
り
組
む
価
値
は
大
い
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

＊文部科学省の「共創の場形成支援プログラム」



      

教
育
研
究
の
質
や
募
集
力
、
運
営

の
継
続
性
の
向
上
。

　

 

    ＊

　
中
教
審
の
特
別
部
会
の
議
論
で
は
、

地
方
創
生
の
中
核
と
し
て
の
大
学
の
役

割
が
よ
り
一
層
重
視
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
大
学
か
ら
は
、
地
域
連
携
は
手
間

が
か
か
る
割
に
成
果
が
不
透
明
だ
と
の

声
も
聞
く
。
大
学
の
経
営
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
地
域
と
連
携
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
何
か
。
今
号
で
取
材
し
た
、
地
域
連

携
に
積
極
的
に
取
り
組
む
大
学
の
話
か

ら
、メ
リ
ッ
ト
を
３
つ
に
ま
と
め
た【
図

表
１
】。

　１
つ
目
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
を

通
じ
た
教
育
研
究
の
質
の
向
上
だ
。
熊

本
大
学
は
、
地
域
の
課
題
解
決
力
を
高

め
る
プ
ラ
ン
を
大
学
が
提
案
し
、
賛
同

を
得
た
地
域
と
共
創
の
場
を
形
成
。
そ

の
中
に
大
学
も
入
り
込
み
、
実
践
的
な

教
育
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
秋
田
県

立
大
学
は
、
地
域
企
業
と
学
生
が
共
に

課
題
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
、
食
品
等
の
開
発
実
績
も
あ
る
。
ま

た
、
起
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　２
つ
目
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通

じ
た
募
集
力
の
向
上
だ
。
高
崎
商
科
大

学
は
、
地
域
連
携
活
動
を
実
態
を
伴
う

広
報
活
動
〝Reason T

o Believe

〞

と
捉
え
、
長
期
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
役
立
て
て
い
る
。
継
続
的
な
活
動
を

通
し
て
地
域
社
会
に
、
ど
ん
な
教
職
員

や
学
生
が
い
る
大
学
な
の
か
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
「
地

域
の
皆
が
知
っ
て
い
る
大
学
」「
進
学

し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
大
学
」
に

な
っ
た
実
感
が
あ
る
と
い
う
。
学
生
募

集
も
好
調
が
続
く
。

　３
つ
目
は
、
外
部
資
金
調
達
を
通
じ

た
運
営
の
継
続
資
金
の
獲
得
だ
。
宇
都

宮
大
学
は
、
自
学
が
開
設
し
て
好
評
を

得
た
社
会
人
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
自
治
体
に
有
償
で

提
供
す
る
。
京
都
文
教
大
学
は
、
自
治

体
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
三
者
で
の

共
同
運
営
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
地
域

向
け
子
育
て
支
援
施
設
を
設
置
。教
育
、

研
究
の
場
と
し
て
い
る
。
資
金
だ
け
で

は
な
く
、
活
動
を
通
じ
て
そ
の
地
域
に

不
可
欠
な
存
在
に
な
る
こ
と
こ
そ
、
運

営
の
継
続
に
は
欠
か
せ
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
地
域
連
携
の
取
り
組
み

は
、
自
学
の
地
域
社
会
に
お
け
る
存
在

価
値
の
見
直
し
と
、
再
構
築
に
つ
な
が

る
。

      

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
的
を
共
有
・
共
感

で
き
る
か
ど
う
か
。

　都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
幼
保
小
中

高
、
地
元
企
業
、
地
域
住
民
…
。
地
域

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
存
在
す
る
が
、
ど
こ
と
協
力
体
制
を

敷
く
か
よ
り
も
、
何
が
し
た
い
の
か
を

先
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
目
的

の
達
成
の
た
め
に
手
を
組
む
必
要
が
あ

り
、
達
成
し
た
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
で

き
る
と
こ
ろ
が
、
ま
ず
は
パ
ー
ト
ナ
ー

候
補
に
な
ろ
う
【
図
表
２
】。

　
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
で
は
、「
北

海
道
を
元
気
に
す
る
女
子
大
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
道
内
外
の
企
業
に

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
賛
同
し
た
企
業
等

と
共
に
、
北
海
道
活
性
化
に
向
け
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
中
だ
。
地
域
活

動
の
拠
点
と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
を
設
置
す
る
京
都
文
教
大
学
は
、

地
元
事
業
者
の
う
ち
、
大
学
の
教
育
理

念
に
共
感
し
た
企
業
と
は
、「
京
都
文

教
と
も
い
き
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
と
し
て

連
携
し
、
共
に
地
域
人
材
を
育
て
て
い

る
。
熊
本
大
学
で
は
、
ま
ず
、
大
学
が

共
創
の
場
を
つ
く
り
、
地
方
創
生
に
向

け
た
課
題
や
将
来
像
を
共
有
し
て
各
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
役
割
や
成
果
目
標

を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
携
先

各
自
が
本
務
で
取
り
組
む
サ
イ
ク
ル
を

つ
く
っ
て
い
る
。

　ま
ず
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結
し

て
か
ら
活
動
を
始
め
る
と
こ
ろ
が
多
い

中
、
連
携
の
実
態
が
で
き
て
か
ら
、
必

要
に
応
じ
て
協
定
を
結
ん
で
い
る
の

が
、
関
東
学
院
大
学
だ
。
協
定
締
結
そ

の
も
の
が
目
的
化
し
、
実
態
づ
く
り
に

悩
む
大
学
は
参
考
に
な
ろ
う
。

　も
し
、
地
域
活
性
化
が
目
的
で
あ
る

な
ら
、
連
携
先
は
、
必
ず
し
も
地
元
ば

か
り
が
最
善
手
で
は
な
い
。
高
崎
商
科

大
学
は
、
あ
え
て
東
京
の
大
企
業
と
組

む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
施
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
と
い
う
。「
質
の
高
い
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の

た
め
に
、
企
業
の
持
ち
味
や
本
学
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
で
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
立
て
て
い
る
。
学
生
が
卒
業
後
、

地
元
企
業
に
就
職
し
て
事
業
成
長
に
貢

献
し
や
す
く
す
る
た
め
に
も
、
人
材
育

成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
外
の
企
業
と
も

組
ん
で
学
生
を
育
て
て
い
る
」。

      「
地
域
の
一
員
」
と
し
て
地
域
本

位
の
活
動
を
。

　各
地
の
大
学
で
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
り
、
地
元
企
業
と
組
ん
だ
り
す

る
教
育
研
究
活
動
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る

が
、
取
材
大
学
に
よ
れ
ば
、
大
学
が
思

う
ほ
ど
、
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

少
な
く
な
い
よ
う
だ
。「
地
域
創
生
学

群
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
当
初
は
、『
大

学
は
地
域
を
教
育
研
究
の
場
と
し
て
利

用
す
る
だ
け
で
し
ょ
』
と
総
ス
カ
ン

だ
っ
た
」（
北
九
州
市
立
大
学
）、「
地

域
を
回
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、
地
域
と

大
学
の
温
度
差
。
大
学
が
地
域
と
連
携

し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
で
き
る

か
を
示
す
こ
と
が
大
切
」（
叡
啓
大
学
）。

一
方
で
、
地
域
か
ら
は
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
無
償
の
労
働
力
と
し
て
の
学
生

派
遣
や
場
所
貸
し
依
頼
な
ど
、
一
見
、

教
育
研
究
と
は
関
係
の
な
い
相
談
案
件

も
多
い
。
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
か
つ

共
に
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
関
係

を
築
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

取
材
大
学
の
話
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を
５

つ
に
ま
と
め
た
【
P. 
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図
表
３
】。

　ま
ず
は
、
大
学
側
が
、
地
域
の
一
員

と
し
て
地
域
本
位
で
活
動
を
す
る
こ
と

（
１
）。「『
専
門
外
だ
か
ら
わ
か
ら
な
い
、

大
学
は
休
み
だ
か
ら
で
き
な
い
』
と

い
っ
た
姿
勢
で
は
、
地
域
か
ら
信
頼
を

得
ら
れ
に
く
い
」（
北
九
州
市
立
大
学
）。

　取
材
大
学
に
は
、
地
域
か
ら
の
オ

フ
ァ
ー
は
原
則
、
断
ら
な
い
と
い
う
大

学
が
多
か
っ
た
（
２
）。
な
ぜ
な
ら
、

お
祭
り
の
手
伝
い
の
よ
う
な
単
純
労
働

の
提
供
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
背
景
に
地

域
の
課
題
が
潜
む
こ
と
も
あ
る
か
ら

だ
。
実
際
、
北
九
州
市
立
大
学
で
は
、

地
域
か
ら
の
相
談
事
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
す
る
こ
と
を
重
ね
、
結
果
的
に
今
で

は
単
純
労
働
の
依
頼
は
激
減
し
た
と
い

う
。
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
で
も
、「
企

画
か
ら
携
わ
れ
な
い
か
相
談
し
て
み

る
」
な
ど
、
学
生
の
学
び
に
つ
な
げ
る

工
夫
を
し
て
い
る
。

　大
学
は
地
域
に
と
っ
て
は
、
実
は
敷

居
の
高
い
存
在
。
だ
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
を
地
域
に
開
放
す
る
こ
と
も
有

効
だ
（
３
）。
京
都
文
教
大
学
は
、
学

内
に
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し

て
地
域
の
親
子
に
開
放
し
つ
つ
、
教
育

研
究
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

　ト
ッ
プ
自
ら
が
地
域
に
積
極
的
に
足

を
運
ぶ
（
４
）
の
は
、
宇
都
宮
大
学
。

学
長
が
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
、
委
員
会
に

出
席
し
、
大
学
の
顔
と
し
て
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
る
。

　「大
学
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
地
域

の
一
個
人
同
士
」
と
し
て
付
き
合
う
こ

と
は
、
人
脈
作
り
や
信
頼
関
係
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る（
５
）。そ
れ
に
よ
り「
地

域
の
本
音
や
課
題
を
共
有
し
て
も
ら
い

や
す
く
な
る
」（
関
東
学
院
大
学
）。

      

連
携
協
定
の
目
的
を
振
り
返
っ
て

み
よ
う
。

　【P. 
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図
表
２
】
で
見
た
よ
う
に
、

連
携
協
定
は
、
締
結
時
、
加
入
時
の
目

的
意
識
が
非
常
に
重
要
だ
。
も
し
、
私

立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
な
ど
の

補
助
金
獲
得
だ
け
が
目
的
で
あ
っ
た
な

ら
、
目
的
は
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。

　そ
う
で
は
な
い
目
的
が
あ
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
協
働
に
よ
っ
て
ど
ん
な
課
題

を
解
決
し
た
か
っ
た
の
か
を
ま
ず
思
い

出
す
。
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
補
助
金

目
的
で
は
あ
っ
た
が
、
せ
っ
か
く
な
ら

活
動
を
起
こ
し
た
い
と
い
う
場
合
も
同

様
に
、
具
体
的
な
目
的
を
設
定
す
る
。

同
時
に
、
連
携
先
と
危
機
意
識
や
め
ざ

す
将
来
像
を
共
有
し
た
い
。
活
動
が
進

ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
と

も
本
当
は
困
っ
て
い
な
か
っ
た
と
も
言

え
る
。
切
実
な
課
題
感
が
共
有
さ
れ
な

け
れ
ば
、
い
っ
た
ん
進
ん
で
も
再
び
活

動
が
滞
る
だ
ろ
う
。

　熊
本
大
学
は
地
域
連
携
の
一
部
の
取

り
組
み
で
は
、
活
動
開
始
時
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
設
定
し
、
め
ざ
す
成
果
を
明
確
に
し

て
か
ら
動
き
出
す
と
い
う
。
熊
本
大
学

自
体
は
「
お
題
目
で
の
協
定
締
結
は
回

避
し
て
い
る
」
た
め
、
状
況
は
異
な
る

が
、
活
動
ス
タ
ー
ト
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

      

自
治
体
や
企
業
経
験
者
、
卒
業
生
、

職
員
が
担
う
大
学
も
。

　自
治
体
と
大
学
の
連
携
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
双
方
か
ら
一
番
の
課
題
と

し
て
挙
が
っ
て
い
る
の
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
不
足
だ
（
　P. 

10
）。
文

科
省
も
必
要
性
を
認
め
、「
幅
広
い
視

点
を
調
和
さ
せ
な
が
ら
議
論
を
ま
と
め

ら
れ
る
人
」
が
適
し
て
い
る
と
述
べ
る

（
P. 
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文
科
省
髙
見
氏
）。

　取
材
大
学
に
聞
く
と
、
主
に
は
３
つ

の
方
法
が
あ
る
よ
う
だ
【
図
表
４
】。

　１
つ
は
、
自
治
体
や
企
業
勤
務
経
験

者
や
地
域
の
起
業
家
な
ど
を
雇
用
す
る

（
秋
田
県
立
大
学
、
宇
都
宮
大
学
、
北

九
州
市
立
大
学
）。

　２
つ
目
と
し
て
、
卒
業
生
や
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
協
働
者
や
修
了
生
な
ど
が

務
め
る
（
北
九
州
市
立
大
学
、
熊
本
大

学
）。
20
、
30
代
の
地
域
で
起
業
し
た

人
間
や
、
地
域
創
生
学
群
卒
業
生
を
有

期
雇
用
し
て
い
る
北
九
州
市
立
大
学

は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
数
年

経
験
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
地
域
で
の

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
構
築
に
も
役
立
っ
て

い
る
」
と
言
う
。
取
材
大
学
で
は
な
い

が
、
東
京
外
国
語
大
学
で
は
、
博
士
人

材
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
拡
大
を
め
ざ
し
、

学
部
教
育
で
協
定
を
結
ん
だ
山
形
の
自

治
体
で
博
士
課
程
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

も
開
始
し
た
。

　３
つ
目
と
し
て
、
地
域
連
携
部
署
の

職
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め

る
京
都
文
教
大
学
の
よ
う
な
例
も
あ

る
。「
近
年
は
地
域
の
課
題
は
複
雑
化
・

複
合
化
し
て
い
る
た
め
、
学
内
・
学
外

の
調
整
力
に
長
け
た
人
材
の
採
用
と
配

置
が
必
要
不
可
欠
だ
」（
同
大
学
）。

      

資
金
提
供
を
得
ら
れ
る
モ
デ
ル
を

つ
く
る
。

　同
じ
く
文
科
省
の
調
査
で
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
次
ぐ
課
題
と
し
て
挙

が
っ
て
い
た
の
が
、
予
算
不
足
だ
。
教

育
研
究
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
の
で

本
務
で
吸
収
し
て
い
る
と
い
う
大
学
も

あ
る
も
の
の
、
各
校
で
は
【
図
表
５
】

の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
熊
本
大

学
は
、
持
続
可
能
な
地
域
連
携
事
業
を

め
ざ
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
事
業
費

や
協
働
す
る
人
材
は
「
地
域
が
負
担
す

る
」
し
く
み
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

　京
都
文
教
大
学
は
、
自
治
体
か
ら
の

受
託
事
業
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
協
働
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
組

織
を
設
け
て
予
算
を
確
保
す
る
ほ
か
、

地
域
連
携
は
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
柱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
長
裁
量
経
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費
も
活
用
し
て
い
る
。

　宇
都
宮
大
学
と
叡
啓
大
学
は
、
地
域

連
携
を
独
立
採
算
制
の
事
業
に
し
な
け

れ
ば
継
続
が
難
し
い
と
考
え
る
。
民
間

シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
担
う
こ
と
が
多
い
自

治
体
の
相
談
役
は
、
将
来
的
に
大
学
が

引
き
受
け
る
の
が
一
つ
の
理
想
形
と
す

る
点
で
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
宇
都

宮
大
学
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
自
治

体
に
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
と

し
て
、
表
の
取
り
組
み
の
ほ
か
に
、
自

治
体
職
員
が
集
ま
る
「
地
域
経
営
研
究

会
」
を
設
置
。
各
自
治
体
が
課
題
を
持

ち
寄
り
、
大
学
を
交
え
て
話
し
合
い
、

解
決
策
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

      

取
り
組
み
の
見
え
る
化
と
ベ
ク
ト

ル
の
統
一
が
鍵
。

　一
部
の
教
職
員
し
か
地
域
連
携
に
興

味
が
な
い
、
取
り
組
み
が
バ
ラ
バ
ラ
に

行
わ
れ
て
い
る
、と
い
っ
た
状
態
だ
と
、

課
題
解
決
や
活
性
化
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
弱
く
、
ま
し
て
地
域
で
の
ブ
ラ
ン
ド

形
成
に
は
至
り
に
く
い
。
学
内
の
連
携

が
あ
っ
て
こ
そ
、
学
外
と
の
連
携
の
効

果
が
高
ま
る
。
各
大
学
の
学
内
連
携
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
５
つ
の
工
夫
と

し
て
【
図
表
６
】
に
ま
と
め
た
。

　「ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
共
有
」
は
、
バ

ラ
バ
ラ
な
学
内
外
を
同
じ
方
向
に
向
け

て
連
携
さ
せ
る
「
芯
」
と
し
て
不
可
欠
。

そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
「
各
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
本
務
と
し
て
動
き
出
す
」（
熊

本
大
学
）、「
散
ら
ば
っ
た
活
動
を
Ｐ
Ｊ

化
し
た
り
、
連
携
企
業
の
開
拓
も
し
や

す
く
な
る
」（
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
）。

　「司
令
塔
と
な
る
部
署
」
は
、
地
域

向
け
の
窓
口
機
能
、
学
内
の
案
件
の
対

応
調
整
の
ほ
か
、
高
崎
商
科
大
学
の
よ

う
に
、
各
種
連
携
を
つ
な
ぎ
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
強
化
し
た
い
高
大
連
携
に
生
か
す

こ
と
も
可
能
だ
。

　「学
内
の
連
携
活
動
の
集
約
」
は
、

学
内
の
活
動
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
自
学
の
強
み
や
課
題
を
把
握
し
、

広
報
に
も
活
用
し
や
す
く
な
る
。
地
域

連
携
を
大
学
の
柱
に
す
る
の
な
ら
、
地

域
に
つ
い
て
知
る
機
会
も
必
要
だ
。
そ

の
意
味
で
、
連
携
活
動
に
従
事
す
る
こ

と
自
体
が
、よ
い
「
研
修
」
に
な
ろ
う
。

　当
然
な
が
ら
、「
予
算
を
設
け
る
」

こ
と
は
、
一
番
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
だ

が
、効
果
検
証
は
し
っ
か
り
行
い
た
い
。

宇
都
宮
大
学
で
は
か
つ
て
地
域
連
携
に

関
す
る
研
究
に
奨
励
金
を
出
し
て
い
た

が
、
社
会
実
装
に
至
る
も
の
が
少
な
い

た
め
廃
止
、
今
で
は
学
生
向
け
の
奨
励

金
や
社
会
人
教
育
を
担
う
教
員
へ
の
手

当
支
給
に
変
え
て
い
る
。

　こ
の
ほ
か
、
地
域
連
携
へ
の
意
欲
や

資
質
を
教
員
の
採
用
基
準
に
す
る
大
学

も
あ
る
（
京
都
文
教
大
学
）。
大
学
の

特
色
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
担

高崎商科大学
・短期大学

宇都宮大学

関東学院大学

京都文教大学

北九州市立大学

▶社会連携センター：学外からのさまざまな相談を一括して受ける。連携先として最適な学部や部署につなぐほ
か、学内のプロジェクトについても、これまでに構築してきたネットワークを駆使して企業や自治体につないだりす
る。企業や自治体にとっては大学の資源がより活用しやすくなり、大学にとっても連携事業数の増加や学部をま
たいだプロジェクトが企画しやすいなど、双方にメリットあり。（関東学院大学）
▶社会連携センター：企業・地域・高大連携を一元的・有機的に推進する部署を新設。点で行っていた各種連
携を線につなげて大学の価値を上げ、企業連携で培ったノウハウを高大連携に生かしていく。（高崎商科大学）
▶社会連携部フィールドリサーチオフィス：学内・学外の調整力に長けた職員８人が、行政や企業、住民からの相
談対応、連携事業の運営と適切な支援ができる教員につなぐ。（京都文教大学）

▶めざす将来像を学内を含むステークホルダー間で共有し、それぞれが「何ができるか」を検討、成果の見え
る化につなげる。大学との連携が将来的に自組織にメリットをもたらすことを理解してもらえれば、ステークホ
ルダーがボランティアではなく、本務として動き始める。（熊本大学）
▶「北海道を元気にする女子大」というビジョンを掲げ、学内に散らばる地域活動や学びを統合して広報に
活用しやすくしている。このビジョンを示すことで、連携先の開拓もしやすくなった。（北海道武蔵女子大学）

▶大学全体としての社会連携活動の取り組み状況を把握するため、毎年度、社会連携センターが学部や教
員、学内各部署の社会連携活動の実施状況を調査。取りまとめた調査結果を全学会議で報告し情報共有
を図るとともに、新たな連携の可能性を探る。（関東学院大学）
▶教員にヒアリングを重ね、学内で教員が自主的に取り組んでいた地域連携活動を収集。「北海道を元気に
するプロジェクト」というくくりにし、ニュースとして発信。（北海道武蔵女子大学）

【図表6】学内の連携を促し、地域連携事業を活性化させる５つの工夫 【図表7】地域連携活動を学生募集に生かすアイデア、実際の取り組みや好影響の例 

□司令塔の部署の設置

□ビジョンの策定と共有

北海道
武蔵女子大学
・短期大学

北海道で生まれ学び生きていくビジョナリーユニバーシティの観点を重視した広報活動
▶道出身の学生が99％のため、北海道で生まれ学び生きていくビジョナリーユニバーシティの観点から高校生だけ
でなく道内全体を対象に広報活動を展開。
▶これまで道内では大学名を「武蔵」とアピールしてきたが、地名を必ず入れ「北海道武蔵」とするよう変更。
▶「北海道を元気にする女子大」というビジョンを掲げ、共感してくれる道内外の有名企業、スポーツチーム等との連
携教育を行い、その取り組みを学生自身が取材し、SNSで発信したり、出身高校に紹介しに行ったりする。

高大連携と地域連携を一体化、高校生を地域で育て、自学にも受け入れる
▶高校との関係づくりと地域の活性化を一体的に行えるように、高大連携、地域連携等の連携関連部署を社会連
携センターとして統合。例えば、高校の探究活動支援で地域の企業の協力を得て、育てた生徒を入試に呼び込むと
いった流れの実現を想定している。
▶広報担当者は、「地域」を地理的な意味のみで定義づけるのではなく、ネット空間でも大学と触れ合える場を構築
し、地域貢献することも大切だと考える。

働きながら学ぶハードルを下げ、社会人学生の増加を狙う
▶社会人教育の一つである「宇大未来塾」のプログラム受講をきっかけに、大学院に入学する社会人学生を、自然
科学系だけでなく、人文・社会科学系でも増やそうとしている。他大学と連携して大学院リーグを構築し、地方国立大
で社会人博士を育てる流れをつくる。
▶自学で開発した国立大学初の水稲新品種（ブランド米）である「ゆうだい21」を、全国の生産者と連携し各地で栽
培。消費者へのプロモーションを通じて、大学のブランド向上に努めている。

「社会連携教育の関東学院大学」として、ブランディングを推進
▶各学部の教育研究を「社会連携教育」のフレームワークに落とし込み、大学Ｗｅｂサイト、特設サイト、オープンキャ
ンパスでこれまでの実績と共にアピール。「社会連携教育」でインターネットを検索した際、最上位に大学Ｗｅｂサイト
が表示されるように。
▶日経CAREER MAGAZINE「価値ある大学就職力ランキング2024-2025」でも、地域活性化に貢献する大学
ランキングで私学１位に輝いた。

地域連携による多様な成長モデルを高校生に提示
▶地域との関わりの中で学び、成長する学生を地域人材として地域に還元することが本学のブランディング活動と
なっている。ステークホルダーとの関わりは、地域ニーズを知る貴重な機会でもあり、ニーズに対応する連携を提案す
ることによって、地域との信頼関係を構築している。
▶「探究」を軸に、高大連携や社会連携を推進。高校生段階から社会とつながる実践的な学びとの「出会い」を創
出。入試での接続、大学教育への動機付けも実現している。

地域に愛着があり活動熱心な学生が、自主的に広報活動を行ってくれる
▶学群開設２、３年目以降は積極的な広報活動をしていない。学生が出身高校に帰った時に大学での様子を伝え、
教員も成長に驚く。先輩に憧れる高校生や、教員の勧めを受けた高校生が受験するサイクルができている。
▶ハードな学生生活を覚悟している学生、地域での活動に対する意欲が高い学生、コミュニケーション力が高い学
生のみを採る。教育効果が高く地域からの評判もよいので、学生の存在自体が広報になる。学生のきょうだいや、教
職員の子弟の入学者が多いのも特徴だ。

施策 具体例

□研修の実施

□学内の連携活動の
　集約

□連携活動を促す
　予算編成

▶連携に教員が参加すれば、社会やビジネスの現場の知見が得られる。これをＦＤと捉えている。（高崎商科大学）

▶学生が行う地域連携に関する取り組みに対して奨励金を出している。また、全学的に取り組んでいる社会
人教育に講師として関わっている教員には、別途手当を支給している。（宇都宮大学）
▶教員は研究の形を取れば、連携に積極的になってくれる。科研費に採択され地域との共同研究を実施し
た実績を基に、ＣＯＣ＋事業の際に、取り組みをさらに拡大。自治体、市民を連携研究者として共同研究を充
実。全教員の３分の１が参画した。（京都文教大学）
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学
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集
に
つ
な
げ
る

に
は
？

A う
ス
タ
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を
集
め
た
い
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実
態
あ
る
広
報
と
し
て
、
地
域
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
。

　地
域
を
「
未
来
の
学
生
が
生
活
す
る

場
」
と
捉
え
る
と
、
地
域
連
携
活
動
は

最
良
の
募
集
広
報
に
な
り
得
る
。
教
育

活
動
が
地
域
で
評
価
さ
れ
れ
ば
、
地
域

の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
学
生
そ
の
も

の
が
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
、
小
中

高
生
が
憧
れ
る
、
教
員
や
保
護
者
が
受

験
を
勧
め
る
、
と
い
っ
た
行
動
に
つ
な

が
る
。
さ
ら
に
、
卒
業
生
が
地
域
で
活

躍
す
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
自
学
の
存

在
意
義
が
大
き
く
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　実
際
、「
学
生
が
母
校
に
戻
っ
て
高

校
教
員
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
、
い
い

評
判
を
広
め
て
く
れ
る
た
め
、
積
極
的

に
広
報
せ
ず
と
も
今
で
も
入
試
の
倍
率

は
５
倍
程
度
。
学
生
の
き
ょ
う
だ
い
や

教
職
員
の
子
弟
の
入
学
者
も
多
い
」（
北

九
州
市
立
大
学
）、「
以
前
は
地
元
で
の

認
知
は
高
く
な
か
っ
た
が
、
地
域
連
携

活
動
を
通
じ
て
ど
ん
な
学
生
や
教
職
員

が
い
る
の
か
理
解
が
進
み
、
今
で
は
学

生
募
集
も
安
定
し
て
い
る
」（
高
崎
商

科
大
学
）
と
い
う
大
学
も
。
大
学
が
地

域
で
勝
ち
残
る
術
と
し
て
、
戦
略
的
に

連
携
に
取
り
組
む
価
値
は
大
い
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。


